




























































　睡眠調査では、子どもの睡眠状況をマークシート用紙に 2 週間記録させ（day-by-day plot法）、睡眠解
析機（IAC社）を用いて解析した。睡眠時間のうち、6 時～ 18時の睡眠時間（午睡を含む）を日中睡眠時間、
18時～翌朝 6 時までの睡眠時間を夜間睡眠時間として集計した。
　統計処理はSPSS19.0を用いて、2群間の平均値の差の検定には対応のない t 検定を、 3 群間の平均値の
差の検定には一元配置の分散分析を、そして運動遊びと遊び環境との関連についてはクロス表を作成し、















度数（人） 割合（%） 度数（人） 割合（%）
自宅の中 409 60.7 ひとり 123 19.0
自宅の庭 45 6.7 きょうだい 290 44.8
友だちの家 18 2.7 同年代の子ども 104 16.1
園庭 35 5.2 大人 121 18.7
公園 117 17.4 その他 9 1.4











保育所 （n=199） 幼稚園 （n=245） 幼保園 （n=64） 合計 （n=508）
起床時刻 7時12分±29分 7時10分±34分 7時 9 分±32分 7時11分±32分
就床時刻 21時53分±38分 21時6分±44分** 21時29分±34分** 21時27分±46分
日中睡眠時間 2.5±0.6時間 1.5±0.7時間** 1.7±0.7時間** 1.9±0.8時間






有意性度数 割合 度数 割合 度数 割合
（人） （人） （人）
遊ぶ場所 屋内 63 21.0% 237 79.0% 300 100.0% X 2(2)＝161.458
両方 92 78.0% 26 22.0% 118 100.0% p＜0.01
屋外 62 80.5% 15 19.5% 77 100.0%
ひとりで遊ぶ はい 38 31.1% 84 68.9% 122 100.0% X 2(1)＝10.565
いいえ 178 48.0% 193 52.0% 371 100.0% p＜0.01
きょうだいと遊ぶ はい 129 44.6% 160 55.4% 289 100.0%
いいえ 87 42.6% 117 57.4% 204 100.0% n.s.
同年代の子と遊ぶ はい 84 82.4% 18 17.6% 102 100.0% X 2(1)＝77.597
いいえ 132 33.8% 259 66.2% 391 100.0% p＜0.01
大人と遊ぶ はい 57 47.5% 63 52.5% 120 100.0%
いいえ 159 42.6% 214 57.4% 373 100.0% n.s.
運動系習い事 している 75 54.7% 62 45.3% 137 100.0% X 2(1)＝8.250





















度数 起床時刻 就床時刻 日中睡眠時間 夜間睡眠時間
運動遊び あり 223 7 時11分±32分 21時25分±45分 1.8±0.8時間 8.6±0.7時間
なし 281 7 時10分±32分 21時29分±47分 2.0±0.8時間# 8.5±0.9時間
遊ぶ場所 屋内 296 7 時12分±32分 21時34分±46分 2.1±0.8時間 8.4±0.8時間
両方 116 7 時11分±31分 21時21分±42分* 1.7±0.7時間** 8.6±0.7時間*
屋外 75 7 時 4 分±33分 21時22分±44分** 1.5±0.7時間** 8.8±0.8時間**
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